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まちの話題　　まちの話題　

本町の最高齢者　■対象日　平成 28 年 3 月 31 日

男性（  99 歳）西田　保 ( 広ケ野 )、田中　末夫（南界園）
女性（102 歳）日髙シズ（南界園）

いつまでも元気に生き生きと

倉内　清則 増尾　惠治 牧口　重夫 山下　末一 馬場　正 石堂　弘
浜津脇 砂中 原之里 池之平 中之町 中山

中園　勝 日髙　正次郎 井元　茂 石田尾　兵昌 吉屋　勝良 森　國村
中山 伏之前 栄町 竹屋野 阿保 広ケ野

牧元　政三郎 東園　二男 日髙　次雄 潮　政義
向町 美座 中田 南界園

松岡　サト 沖　ハル 滝本　トシ
坂元 宝来 南界園

名前のみの掲載
古市　秋義（東目）
平良　信行（長谷）

ご本人の都合で写真掲載を辞退した方は名前のみの掲載です。
■対象日　大正 13 年 10 月１日から大正 14 年 9 月 30 日

■対象日　
大正 4 年 4 月 1 日から
大正 5 年 3 月 31 日

※敬称略
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　まちの話題　

祝 敬老
長い間、社会のために尽くしてこられた高齢者を敬い、長寿を祝う日です。

鎌田　アイコ 松下　満江 松下　シズ 橋野　スマ 大﨑　敏子 馬場　たゑ子
牧川 牧川 牧川 竹之川 二十番 中之町

小野　サチ 中野　アヤ 日髙　サワ 藤上　イツ 市屋　文枝 新郷　キミ
郡原 郡原 郡原 中山 上方 横町

厚　正枝 前平　美惠子 永濵　タズ 德永　和子 山口　一子 稲泉　トシ
横町 伊原 輪之尾 田島 田島 原尾

川下　クニエ 折戸　サワヱ
阿高磯 梶潟

100歳おめでとうございます。
本町では 100 歳の長寿者が３人、100 歳以上が 6 人（全員女性）います。

90 歳おめでとうございます。
本町では 90 歳の長寿者が 39 人（男性 18 人・女性 21 人）います。

笑 顔 が 長 生 き の 秘 訣 !
9 月 21 日は「敬老の日」

名前のみの掲載
德田　ヱク（長谷）
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まちの話題　　まちの話題　

　

8
月
17
日
に
、
種
子
島
産
婦
人

科
医
院
の
新
築
移
転
工
事
に
伴
う

地
鎮
祭
が
西
之
表
市
の
下
西
地
区

（
種
子
島
合
同
庁
舎
近
く
）
で
あ

り
、
1
市
2
町
の
関
係
者
と
工
事

請
負
業
者
が
建
設
工
事
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

同
医
院
は
島
内
で
唯
一
の
産
婦

人
科
で
、
1
市
2
町
で
つ
く
る
一

部
事
務
組
合
が
運
営
。
平
成
20
年
1

月
に
池
田
医
院
か
ら
引
き
継
い
だ

施
設
（
築
50
年
近
く
）
は
老
朽
化

が
進
み
、
良
好
な
周
産
期
医
療
の

提
供
が
困
難
な
状
況
と
な
り
、
新

築
移
転
を
行
う
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
く
建
設
さ
れ
る
医
院
の
延

べ
床
面
積
は
約
１
３
３
０
平
方
㍍

で
、
病
棟
の
15
床
は
全
室
個
室
。

医
師
用
住
宅
2
棟
、
助
産
師
・
看

護
師
用
住
宅
1
棟
（
6
室
）
も
敷

地
内
に
建
設
。
総
工
費
は
建
設
費

や
医
療
機
器
な
ど
を
含
め
て
約
8

億
2
千
万
円
。

　

新
医
院
の
建
設
に
よ
り
周
産
期

医
療
の
充
実
が
図
ら
れ
る
事
が
、
期

待
さ
れ
ま
す
。

平成 28年 3月に新築移転　種子島産婦人科医院 

完成予想図

元気に帰ってきてね
子ども体験活動「ウミガメ放流体験活動」

　

子
ど
も
体
験
活
動
の
ウ
ミ
ガ

メ
放
流
体
験
が
、
8
月
14
日
に

長
浜
海
岸
（
原
之
里
）
で
あ
り
、

１
１
２
人
の
参
加
者
が
、
約
２

０
０
匹
の
ウ
ミ
ガ
メ
を
放
流
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
放
流
を
行
う
前
に
は

納
官
小
学
校
で
保
護
監
視
員
の

笹
川
重
幸
さ
ん
と
笹
川
二
成
さ

ん
の「
ウ
ミ
ガ
メ
の
話
」を
聞
き
、

ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
生
態
や
保

護
活
動
、
種
子
島
へ
の
上
陸
状

況
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

知
的
障
が
い
者
の
福
祉
向
上

へ
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
、
平

山
ケ
イ
子
さ
ん
（
町
山
崎
）
が

九
州
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

連
絡
協
議
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
山
さ
ん
は
、
平
成
5
年
か

ら
中
種
子
町
は
も
と
よ
り
熊
毛

地
区
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
役

員
を
歴
任
し
、「
愛
の
ひ
と
し
ず

く
運
動
」
や
広
報
キ
ャ
ラ
バ
ン

な
ど
を
通
し
て
知
的
障
が
い
者

の
福
祉
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

福祉向上の功績をたたえ
九州地区手をつなぐ育成会で表彰 
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　まちの話題　

　

第
26
回
星
原
の
夏
祭
り
が
、
８
月
13
日
に

浜
津
脇
港
内
で
あ
り
、
帰
省
者
や
校
区
民
な

ど
１
０
０
０
人
以
上
の
来
場
者
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
毎
年
お
盆
の
帰
省
者
に
合

わ
せ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
会
場
で
故
郷
の
友

人
や
知
人
と
の
再
会
を
喜
び
合
う
様
子
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
子
ど
も
御
輿
や
小
・
中
・
高

校
生
に
よ
る
ダ
ン
ス
、
ア
イ
ド
ル
社
員
種

ち
ゃ
ん
と
し
て
活
動
し
て
い
る
宮
元
詩
乃
さ

ん
（
星
原
校
区
出
身
、
種
子
島
観
光
大
使
）

の
ラ
イ
ブ
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
は
、
夜
空
に
大
き
な
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

おかえりなさい　第 26 回星原の夏祭り 

　

平
成
27
年
度
南
界
校
区
高
齢
者
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
8
月
18
日
に
旧
南
界
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り
、
20
チ
ー
ム
約
１
２
０

人
が
健
康
増
進
と
区
民
相
互
の
親
睦
と
融

和
、
校
区
の
活
性
化
を
目
的
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

会
場
は
例
年
、
各
集
落
の
持
ち
回
り
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
初
め
て
校
区
民

の
母
校
で
あ
る
旧
南
界
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会

場
と
し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
南
界
校
区
の
各
集
落
役
員

や
青
壮
年
と
、
旧
南
界
中
の
通
学
区
で
あ
っ

た
西
之
山
集
落
が
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
12

月
に
は
岩
岡
校
区
（
旧
南
界
中
通
学
区
）
が
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

区
長
の
黒
木
重
一
さ
ん
は
「
今
後
、
校
区

の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
行
事
は
旧
南
界
中
グ
ラ
ウ

ン
ド
や
体
育
館
な
ど
を
活
用
し
、
少
し
で
も

校
区
が
活
性
化
し
て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

母校で親睦と融和　南界校区高齢者ゲートボール大会

　

鹿
児
島
大
学
学
友
会
管
弦
楽
団
に
よ
る
演

奏
会
が
9
月
7
日
か
ら
11
日
ま
で
島
内
の
各

小
学
校
で
あ
り
、
団
員
47
人
は
心
に
響
く
音

色
を
奏
で
ま
し
た
。

　

同
管
弦
楽
団
に
よ
る
種
子
島
で
の
演
奏
会

は
12
年
ぶ
り
の
開
催
で
、
8
日
に
は
油
久
小

学
校
を
訪
れ
6
曲
を
演
奏
。「
ふ
れ
あ
い
タ

イ
ム
」
で
は
団
員
が
児
童
に
楽
器
の
演
奏
の

仕
方
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

心に響くオーケストラ　鹿児島大学学友会管弦楽団

お楽しみ抽選会

整備されたグラウンドでの
大会の様子

演奏会の様子はじめての楽器
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まちの話題　　各課からのお知らせ

自 慢 の 優 良 牛 を 出 品 　 平 成 2 7 年 度 畜 産 共 進 会  

中種子町畜産共進会
第 1 部 1 席えみり号

中種子町畜産共進会
第 2 部 1 席よしこ号

中種子町畜産共進会
第 3 部 1 席あみ号
グラウンドチャンピオン
鹿児島県畜産共進会出品牛

熊毛地区畜産共進会
開催日：9月 9日
団体の部優勝：西之表市と中種子町
最優秀賞（順位／名号／出品者／校区（敬称略））

第 1 部（12 カ月齢未満）
5 席 おゆり 中﨑　和行 増田
第 2 部（12 カ月齢～ 16 カ月齢以下）
6 席 はなこ 浦邊　和昭 油久
7 席 むつ 美原　康幸 油久
9 席 よしこ 中﨑　優 増田
第 3 部（17 カ月齢～ 23 カ月齢以下）
1 席 あみ 中﨑　優 増田
4 席 はなひら 鳥居　幸洋 南界
5 席 まりはる 鳥居　幸洋 南界
6 席 26 おやま 5 髙礒　裕樹 岩岡
7 席 ゆりこ 野角　健二 野間
9 席 あまてらす 笹川　靖次 納官

中種子町畜産共進会
開催日：８月 31 日
団体の部優勝：増田校区
最優秀賞（順位／名号／出品者／校区（敬称略））

第 1 部（12 カ月齢未満）
1 席 えみり 久木原清人 増田
2 席 おゆり 中﨑　和行 増田
3 席 しおり 梶原　誠 納官
第 2 部（12 カ月齢～ 16 カ月齢以下）
1 席 よしこ 中﨑　優 増田
2 席 むつ 美原　康幸 油久
3 席 やすひらよし 豊　一成 野間
4 席 ただひさ 中﨑　和行 増田
5 席 よしふく 永濵　隆志 岩岡
6 席 めい 中﨑　和行 増田
7 席 はなこ 浦邊　和昭 油久
8 席 5 しおかぜ 塩釜　進太郎 岩岡
第 3 部（17 カ月齢～ 23 カ月齢以下）
1 席 あみ 中﨑　優 増田
2 席 はなひら 鳥居　幸洋 南界
3 席 ゆりこ 野角　健二 野間
4 席 26 おやま 5 髙礒　裕樹 岩岡
5 席 あまてらす 笹川　靖次 納官
6 席 まりはる 鳥居　幸洋 南界

熊毛地区ホルスタイン共進会
開催日：9月 11 日
最優秀賞（順位／名号／出品者／校区（敬称略））

第 8 部（経産牛 5 才以上）

2 席 オームスビー  
バレン  スター（株）OKI 牧場 増田

熊毛地区ホルスタイン共進会
第 8 部 2 席オームスビー　バレン　スター号
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　各課からのお知らせ

コミュニティバス及び予約型乗合タクシー運行の一部変更について
◎お問い合わせ先　役場企画課企画調整係㉗ 1111 内線 259

〈変更日　１０月１日〉
■コミュニティバス

　下り便（市街地→郊外地域）の２便目は乗車率が著しく低くいため当分の間、運行を中止します。

■予約型乗合タクシー

　下り便（市街地・公立種子島病院→郊外地域）を１便増便し、次のとおりとなります。

　また、女洲線において、広ヶ野集落での利用を追加しました。

上り便  （発）郊外地域 8:00 ～ 8:35  → （着）市街地又は公立種子島病院 8:50 ～ 9:00

下り便
1 便  （発）市街地又は公立種子島病院 11:20  → （着）郊外地域 11:30 ～ 11:45

2 便  （発）市街地又は公立種子島病院 13:20  → （着）郊外地域 13:30 ～ 13:45

※詳しくは、別途配布しているチラシ又は町ホームページをご覧ください。

宝くじコミュニティ助成事業で牛之原同志会が備品整備
◎お問い合わせ先　役場企画課企画調整係㉗ 1111 内線 259

　牛之原桜同志会（中種子火縄銃保存会）では、

鉄砲伝来の歴史研究とともに火縄銃の保存、継承

活動に努め、地域の活性化・振興を目的に甲冑や

のぼり旗などを整備しました。



広報なかたね 2015.10 月号　8

各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

建築確認申請や建築工事届けについて
◎お問い合わせ先　熊毛支庁建設課建築係㉒ 1867 ／役場建設課建築係㉗ 1111 内線 274

　住宅や倉庫などの建築物を建築（新築・増築・
改築・移転）しようとする場合は、工事をする前
に建築確認申請や建築工事届の提出が必要です。

■都市計画区域内（大字野間と納官の一部）
　建築物を新築または増築・改築・移転（床面
積が 10㎡を超える場合）をしようとする場合は、
建築確認申請と建築工事届の提出が必要です。
■都市計画区域外
　次の①～③に該当する建築物を建築しようとす
る場合は、建築確認申請と建築工事届の提出が必
要です。①～③に該当しない場合も、床面積が
10㎡を超える建築物を建築しようとする際には、
建築工事届の提出が必要となりますので、ご注意
ください。
①特殊建築物（※ 1）
　その用途に供する部分の床面積の合計が 100
㎡を超えるもの。
②木造の建築物
　3 階 建 て 以 上 ま た は 延 べ 面 積 500 ㎡、 高 さ
13m 若しくは軒の高さが 9m を超えるもの。

③木造以外の建築物
　2 階建て以上または延べ面積が 200㎡を超える
もの。
■土砂災害特別警戒区域内（※ 2）
　居室を有する建築物を建築する際は、都市計画
区域外でも建築確認申請の提出が必要です。この
場合、建築物の構造の規制がありますので事前に
ご相談ください。

（※ 1）特殊建築物とは、学校・病院・集会場・旅館・
共同住宅・工場・倉庫・車庫等です。
この他にもありますので、事前にご相談ください。

（※ 2）土砂災害特別警戒区域とは、土砂災害の
恐れがある区域の中でも特に建物が破壊され住民
に大きな被害の生じる恐れのある区域として、県
が指定した区域です。
お問い合せ先　役場建設課土木港湾係
　　　　　　　㉗ 1111 内線 221・228
　　　　　　　熊毛支庁建設課河川砂防係
　　　　　　　㉒ 0829

10 月 1 日は「浄化槽の日」です
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課環境衛生係㉗ 1111 内線 201

浄化槽の日とは？
　浄化槽の普及促進及び浄化槽法の周知徹底を通
じて、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る
とともに公共用水域の水質保全に資することを目
的とした記念日です。

　町では、合併処理浄化槽を設置された方（個人）、
及び単独処理浄化槽から合併処理浄化槽に変更さ
れた方に補助をしています。

合併処理浄化槽って何？
　家庭から排出される生活雑排水（お風呂・台所・

トイレの水）を、一緒にきれいな水に処理するた

めの装置です。

　浄化槽を設置された方には、浄化槽法により、
次の検査を受けていただきます。
●清掃（毎年 1回）

●水質検査（浄化槽設置後３カ月から５カ月後に

　実施）

●定期検査（毎年１回）

　通知が届きましたら、必ず受けていただきます

ようお願いします。
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国勢調査を実施中です！
◎お問い合わせ先　役場企画課企画調整係㉗ 1111 内線 259

　現在、国勢調査を実施しています。すでにイン

ターネットで回答された方、ご協力ありがとうご

ざいました。

　それ以外の方は、１０月７日（水）までに紙の

調査票での回答となります。調査員が回収に伺い

ますので必要事項に空欄が無いよう再度確認して

いただき、回答してくださるようお願いします。

　国勢調査は、日本の人口や世帯の実態を明らか

にするため、5 年ごとに実施する、最も基本的で

重要な統計調査です。

一定規模以上の土地取引には届け出が必要です
◎お問い合わせ先　役場企画課地域振興係㉗ 1111 内線 231

　一定規模以上の土地取引の場合、契約・予約を

した日から起算し２週間以内に国土利用計画法に

基づく届出が必要です。

　また、届出をしなかったり、偽りの届出をする

と罰則が科せられることがあります。

■届出者　土地権者（売買の場合は買主）

■取引の規模（面積要件）

①都市計画区域　5,000㎡以上

②都市計画区域以外の区域　10,000㎡以上

■届出先　役場企画課

秋の農作業安全確認運動の実施について
◎お問い合わせ先　役場農林水産課農政係㉗ 1111 内線 253

　繁期の農作業事故の未然防止を目的に、9 月か

ら 10 月の間、「秋の農作業事故ゼロ運動」を実

施しています。

　トラクターなどの転落・転倒事故防止のため、

危険箇所の確認を徹底し、農道の路肩や側溝周り、

ほ場の畦際は、目視できるようにしましょう。

　また、作業は計画的に休憩をとりながら無理を

しないようにしましょう。

運動スローガン
「毎日 1 人は農作業事故で亡くなっているんだよ！」

～「少しだから大丈夫」を「少しだけど要注意」へ。～
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

平成 27 年 ｢秋の全国交通安全運動｣ を実施します
◎お問い合わせ先　役場総務課消防交通係㉗ 1111 内線 222

■運動期間
　9 月 21 日 ( 月 ) ～ 30 日 ( 水 )
■スローガン
　「ルールとマナー　乗せて走ろう　秋の道」
■運動の最重点
　子供と高齢者の交通事故防止

■運動の重点
・夕暮れ時と夜間歩行中・自転車乗用中の交通事
　故防止
・後部座席を含めた全ての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着用の徹底
・飲酒運転の根絶

旧種子島空港に人工衛星の追跡管制局を建設中
◎お問い合わせ先　役場企画課広報係㉗ 1111 内線 303

　旧種子島空港滑走路の西端に建設中の建物は
準天頂衛星システムの追跡管制局です。
■準天頂衛星システムとは
　GPS 衛星などの測位信号を利用した位置情報の
取得や目的地までのルート検索は、生活 の一部
として日常的に利用されています。
　日本が独自に開発した日本版 GPS である準天
頂衛星システムにより、衛星測位サービス が、
より使いやすく、より高精度なものに進化します。
　これまで衛星からの電波が届きにくかった場所
でも位置情報の利用が可能になります。
■追跡管制局とは
　人工衛星や探査機はその目的（ミッション）達
成のために、地上からの遠隔操作によって 人工
衛星のコントロールや軌道決定などを行います。  
準天頂衛星の地上側のシステムは、主管制局、追
跡管制局、監視局と大きく 3 つに分かれて います。

　追跡管制局は、主管制局と衛星との間にあり、 衛
星の追跡や管制のための情報を橋渡しする局です。

建設中の追跡管制局のアンテナ（撮影日：7 月末）  ©QSS

太陽の里流水プールの利用状況について
◎お問い合わせ先　公共施設管理公社㉗ 3800

入場者数　13,092 人（１日平均 327 人）
■内訳　大人 4,322 人、高校生 405 人、小・中
学 生 5,940 人、 幼 児 2,321 人、 乳 児・ そ の 他
104 人
■地域別利用割合　中種子町 34.5％、西之表市・
南種子町 40.8％、島外 24.7％

■ 7 月 19 日から 8 月 31 日までの 40 日間営業
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10 月は「かごしま健康イエローカードキャンペーン」強化月間です
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133

　「かごしま健康イエローカードキャンペーン」
とは、生活習慣病予防の基本的な知識等を広め、
健康意識の向上による生活習慣の改善を呼びかけ
る普及啓発活動です。
平成 27年度　啓発用共通キャッチフレーズ
「脳卒中警報」発令中 !
～鹿児島県の脳卒中死亡率は全国平均の 1.4 倍です～
　鹿児島県では、高齢化やライフスタイルの変化
により、がん、心臓病、脳卒中、糖尿病などのい
わゆる「生活習慣病」が増加しています。生活習
慣病の中でも「脳卒中」による死亡率が全国平均
の 1.4 倍で、毎年多くの方が「脳卒中」で亡くなっ
ています。
　また、高齢者が要介護や寝たきりになる最大の
原因も脳卒中です。
　脳卒中を予防して、健康寿命をのばしましょう。

10 月は「鹿児島県ピンクリボン月間」です
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133

　「ピンクリボン」は、乳がんの早期発見、早期
治療の重要性を伝えるシンボルマークとして使わ
れ始め、その考えに共感した人々によって世界中
で使われています。
　鹿児島県でも、乳がんによる死亡ゼロを目指し
て、毎年 10 月を「鹿児島県ピンクリボン月間」
と定め、啓発活動を実施しています。
　乳がんは、乳腺に発生する悪性腫瘍です。
　30 歳代から増えはじめ、40 ～ 50 歳代で多く
の方が乳がんになっています。
　また、女性の壮年期（30 ～ 64 歳）のがん死
亡原因の第一位となっています。
　しかし、乳がんは早期に発見して適切な治療を
受ければ、より高い確率で治すことができるそ
うです。年に 1 回の乳がん検診の受診と、月に 1
回の乳房チェック（自己検診）をおすすめします。
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集落ぐるみで鳥獣を寄せ付けない取組を実践しましょう！
◎お問い合わせ先　役場農林水産課林務水産係㉗ 1111 内線 224

・捕獲や柵だけに頼っていませんか。
・知らず知らずのうちに餌付けをしていませんか。
◆集落内の実態を把握し、集落ぐるみで農作物を
　守りましょう！
■集落内の環境点検の実施  
　鳥獣のえさ場やすみか、けものみち、被害対策
の実施状況などの点検

【点検の視点】	
・えさ場（放任果樹、野菜くずの放置等）と成り
得るものはないか。
・すみか（ヤブ、けものみち）と成り得るところ
はないか。
・侵入防止柵の設置場所と管理状況は適切か（柵
の外側にも人が通れるスペースがあるか。）
■無意識の餌付けの禁止
○放任果樹の伐採、落下果樹の除去
○収穫残さを放置しない。
○冬場に鳥獣の餌を出さない。

　野山に餌が少なくなる冬場こそ、鳥獣を集落に
寄せ付けなくさせる絶好のチャンス！
・水田では、二番穂（ヒコバエ）やレンゲを食べ
させない。収穫後こそ、電気柵等を適切に設置（収
穫後が被害対策のスタート）
・畦畔や法面では、青草を出さない。特に、法面
での草刈りは９月頃までに終わらせる。
■人慣れをさせない
○ロケット花火などを使って、徹底的に追払いを
行う。
○全ての人が参加し、見過ごさない。
■農地に近づけさせない
○集落内のすみかや隠れ場をなくす。（耕作放棄
地、茂み、ヤブなどの解消）
○集落内の見通しを良くする。（緩衝帯の設置、
枝打ちなど）

季節性インフルエンザの予防接種について
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133

　季節性インフルエンザの予防接種を実施しま
す。接種から抵抗力がつくまでに２週間程度かか
りますので、インフルエンザが流行する前の 12
月中旬までの接種をおすすめします。
■対象者
① 65 歳以上の方
② 60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓、肝臓もし
くは呼吸器、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機
能に障害のある方
■実施期間
10 月 13 日 ( 火 ) ～ 12 月 28 日 ( 月 )
■費用
●町の助成金は 1500 円 ( 実施期間中１回 )
①町の助成は期間内のみ
②差額は自己負担
③生活保護受給者は無料

■実施場所
医療機関 ( できる限り町内医療機関か公立種子島
病院での接種をお願いします )
※接種できる曜日については必ず医療機関に確認
してください。
季節性インフルエンザの感染予防に心がけましょう
●手洗い、うがいの習慣
　外出先から戻ったら手洗いうがいをしましょう。
●不織布製のマスクの着用
　外出するときや人混みに入る際は、不織布製の
マスクを着用しましょう。
●栄養バランスの良い食事を
　栄養バランスのよい食事を心がけ、ウイルスに
対する抵抗力を身につけましょう。
●部屋の湿度を 50 ～ 60％に保って
　乾燥した環境ではウイルスが増殖しやすいと言
われています。加湿器などで部屋の湿度を 50 ～
60％に保つように心がけましょう。
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よりそいホットライン
　どんなひとの、どんな悩みにもよりそっ
て、一緒に解決する方法を探します。
生活、仕事、住居、自殺念慮、心、家庭、お金、
病気、障がい、犯罪、性、DV・性暴力、子
ども、法律・法的手続き、行政・その他の
諸手続き、教育、人間関係、外国籍、被災地・
原発、その他
　電話相談の専門員がお待ちしています。
ひとりで抱え込まずに、お電話ください。
◎お問い合わせ先
よりそいホットライン
(0120-279-338
フリーダイヤル　通話料無料　24 時間年中無休

なかよう公開授業と研修会のお知らせ
　県立中種子養護学校では、地域や関係者
などへの特別支援教育の理解啓発と本校の
教育に対する理解を深める目的に、公開授
業と研修会を行います。詳しいことはお問
い合わせください。
■日時　10 月 30 日（金）　
　　　　午前 10 時 00 分～午後４時 10 分
■場所　県立中種子養護学校
■対象者　
　保育所、幼稚園、小・中学校、高等学校、
　行政などの関係機関、地域の方々など
■内容
　小・中・高等部の公開授業や講演（「子ど
もの学びを育む授業作りと教育課程の編成
について」）など
■申込期限　10 月 16 日（金）　
◎お問い合わせ先
　県立中種子養護学校
　㉗ 2818

鹿児島からもっと海外へ！
～便利な助成制度があります～
　県では、鹿児島空港の国際定期路線（ソ
ウル線、上海線、台北線、香港線）を利用
する方に対して、6 人以上の団体やビジネ
ス客に対して渡航費用の一部助成を行って
います。
　また、4 路線を利用した上での乗り継ぎ
利用に対しては、助成額を増額します。
　鹿児島空港の国際定期路線をぜひご利用
ください。
◎お問い合わせ先
県庁交通政策課
(099-286-2457　
E-mail：koukuu@pref.kagoshima.lg.jp

漁師から押し寿司を学ぼう（トビウオ
の押し寿司料理教室）

　西之表市船主会が料理研究家梛
な ぎ

木春
しゅんこう

幸先
生直伝の技を伝授します。
■日時　11 月 22 日（日）
　　　　午前 9 時～午後 1 時まで
■会場　西之表市保健センターすこやか
　　　　二階（西之表市役所隣）
■定員　先着 30 名
■対象者　
　保護者同伴の場合は幼児など年齢制限は
　ありません。中学生以上は一人でも参加
　できます。
■参加費　300 円
■申込方法　電話
■申込締切日　11 月 6 日（金）
◎申込・お問い合わせ先
　熊毛のさかな魅力発見・発信委員会
　事務局　熊毛支庁林務水産課水産係
　22-1831
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生涯学習だより　　生涯学習だより　

競技名 団体名 都道府県等 人数 期間 日数 延人数
バレーボール 安房中学校 屋久島町 10 4/18 ～ 4/19 2 20
バレーボール 屋久島中央中学校 屋久島町 12 4/18 ～ 4/19 2 24
バレーボール 岳南中学校 屋久島町 14 4/18 ～ 4/19 2 28
陸上 資生堂ランニングクラブ 東京都 11 4/28 ～ 5/7 10 110
サッカー 安房中学校 屋久島町 20 5/2 ～ 5/4 3 60
サッカー 屋久島中央中学校 屋久島町 24 5/2 ～ 5/3 2 48
サッカー 岳南中学校 屋久島町 18 5/2 ～ 5/3 2 36
サッカー バレイアＳＣ 熊本県 59 7/22 ～ 7/25 4 236
サッカー 九州学院高校 熊本県 45 7/27 ～ 7/30 4 180
陸上 谷山中学校 鹿児島県 35 7/31 ～ 8/2 3 105
サッカー ながながサッカークラブ 福岡県 35 7/31 ～ 8/3 4 140
バスケットボール 武岡台高校（男子） 鹿児島県 33 8/1 ～ 8/4 4 132
バスケットボール 鹿児島城西高校（男子） 鹿児島県 14 8/1 ～ 8/4 4 56
野球 錦江湾高校 鹿児島県 30 8/1 ～ 8/4 4 120
サッカー 国分高校 鹿児島県 58 8/3 ～ 8/7 5 290
サッカー れいめい高校 鹿児島県 48 8/4 ～ 8/7 4 192
バスケットボール 武岡台高校（女子） 鹿児島県 19 8/5 ～ 8/8 4 76
バスケットボール 松陽高校（女子） 鹿児島県 20 8/5 ～ 8/8 4 80
サッカー 鹿児島高校 鹿児島県 61 8/8 ～ 8/14 7 427
サッカー 樟南高校 鹿児島県 46 8/8 ～ 8/14 7 322
サッカー 屋久島高校 屋久島町 25 8/8 ～ 8/11 3 75
サッカー 鹿児島城西高校 鹿児島県 91 8/15 ～ 8/19 5 455
駅伝 鹿児島城西高校 鹿児島県 20 8/15 ～ 8/19 5 100
サッカー 鹿児島女子高校 鹿児島県 28 8/15 ～ 8/18 4 112
柔道 鹿児島実業高校 鹿児島県 18 8/20 ～ 8/23 4 72
柔道 白光中学校 福岡県 25 8/21 ～ 8/23 3 75
サッカー アムソウルＦＣ 熊本県 29 8/21 ～ 8/24 4 116
柔道 坊津学園 鹿児島県 17 8/22 ～ 8/23 2 34
テニス 尚志館高校 鹿児島県 13 8/22 ～ 8/26 5 65

計　29　団体 878 116 3,786

スポーツ合宿の状況（町外団体分　平成 27 年 8 月末現在）

◎お問い合わせ先　社会教育課社会体育係㉔ 2226
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　生涯学習だより　

第 48 回町民体育祭
期日　10月 11 日（日）（予備日 10月 12 日（月））
場所　太陽の里陸上競技場
時間　開会式：9時／競技開始：10時
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流
れ
る
阿
嶽
川
の
河
口
付
近
で
、

県
道
の
阿
嶽
橋
か
ら
東
側
の
河

川
区
域
で
す
。
ま
た
、
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
林
を
一
望
で
き
る
展
望

施
設
（
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
・
ビ
ュ
ー

な
か
た
ね
）
や
遊
歩
道
も
あ
り
、

生
息
す
る
動
植
物
を
身
近
に
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
遊

歩
道
や
カ
ヤ
ッ
ク
を
使
っ
て
の

観
察
を
校
外
学
習
や
チ
ャ
レ
ン

ジ
キ
ッ
ズ
、
さ
つ
ま
町
交
流
事

業
な
ど
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
徴
と
し
て
は
、
阿
嶽
橋
の

下
流
か
ら
阿
嶽
洞
穴
の
対
岸
ま

で
の
左
右
両
岸
に
メ
ヒ
ル
ギ
群

落
な
ど
の
連
続
的
な
植
生
の
帯

状
分
布
が
見
ら
れ
、
人
為
的
な

破
壊
が
少
な
く
連
続
的
に
見
ら

れ
る
と
こ
ろ
は
鹿
児
島
県
内
で

は
非
常
に
少
な
く
、
ま
た
、
世

界
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
自
生

北
限
と
考
え
ら
れ
て
い
て
学
術

的
に
も
希
少
価
値
の
非
常
に
高

い
場
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
種
子
町
教
育
委
員
会
で
は
、

こ
の
場
所
を
保
存
す
る
と
と
も

に
、
国
・
県
の
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

●幸せを呼ぶ風景
　（著者名：直居由美里監修）
●上質な人はシンプルに暮らす
　（著者名：細見貴子）
●ＤＶ被害者支援ハンドブック
　（著者名：尾崎礼子）
●ふしぎなともだち　
　（著者名：たじまゆきひこ）
●おたすけこびととあかいボタン
　（著者名：なかがわちひろ）
●世界の伝記ＮＥＸＴ　ダイアナ
　（著者名：東園子）
　　　　　　　　　　　　など

新刊の検索は中種子町図書室のホームページで（http://www.nakatane-library.jp/）

図書だより　65 冊の新刊が入りました !!
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Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
5
号
機

打
上
げ
成
功
！

　

平
成
27
年
8
月
19
日
午
後
８
時

50
分
49
秒
に
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

補
給
機
「
こ
う
の
と
り
」
5
号
機

を
搭
載
し
た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト

5
号
機
が
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。「
こ

う
の
と
り
」
5
号
機
は
、
油
井
宇

宙
飛
行
士
が
操
作
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

ア
ー
ム
に
よ
り
把
持
さ
れ
、
8
月

25
日
に
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
の
結
合
を
完
了
し
ま
し
た
。

強
化
型
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト

開
発
進
む
！

　

平
成
28
年
度
に
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ

ケ
ッ
ト
2
号
機
の
打
ち
上
げ
を

目
指
し
て
、「
強
化
型
イ
プ
シ
ロ

ン
ロ
ケ
ッ
ト
」
の
開
発
が
進
ん
で

い
ま
す
。
強
化
型
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ

ケ
ッ
ト
は
、
初
号
機
よ
り
も
さ
ら

に
打
ち
上
げ
能
力
を
高
め
、
衛
星

フ
ェ
ア
リ
ン
グ
内
の
容
積
を
増
や

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
ロ
ケ
ッ
ト
上
段
の
固
体

モ
ー
タ
の
地
上
燃
焼
試
験
や
衛
星

分
離
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
に
よ
り
固
体
モ
ー
タ
の
性
能
や

衛
星
が
分
離
さ
れ
る
時
に
発
生
す

る
衝
撃
や
動
作
の
確
認
を
行
い
ま

し
た
。
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
２

号
機
は
、
ジ
オ
ス
ペ
ー
ス
探
査
衛

星
「
Ｅ
Ｒ
Ｇ
」
の
搭
載
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
イ
プ
シ
ロ
ン

ロ
ケ
ッ
ト
の
活
躍
に
も
ぜ
ひ
ご
注

目
く
だ
さ
い
。

第
1
回
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
！

　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
夏
休

み
と
冬
休
み
の
年
2
回
、
サ
イ

エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
8
月
5
日
～
7
日
の
3
日
間
、

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
表
面
張
力
の
働
き
を
利
用

し
て
巨
大
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
る

実
験
や
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
製
作

を
通
し
て
宇
宙
空
間
で
物
を
つ
か

む
仕
組
み
を
楽
し
く
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ま
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

炎
中
の
風
な
き
庭
を
な
ん
の
そ
の
も
つ
れ
あ
ひ
つ
つ

黒
き
蝶
飛
ぶ　
　
　
　
　
　

原　

尾　

都　

樹
実
生

転
倒
す
れ
ば
寝
た
き
り
に
な
る
と
言
わ
れ
た
れ
ば
杖

手
離
さ
ず
持
ち
歩
く
な
り　

牧　

川　

松
下
み
つ
え

麦
藁
帽
子
ぬ
げ
ば
涼
し
や
禿
げ
び
ん
た
土
手
の
木
陰

は
正
に
天
ふ　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

德
永　

武
彦

大
型
の
台
風
進
路
の
予
報
な
り
心
配
ご
と
の
一
つ
ふ

え
た
り　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
川　

橋
野　

す
ま

「
救
急
を
呼
ば
な
く
て
い
い
う
ち
に
帰
り
ま
す
」
ゲ
ー
ト

の
老
い
ど
ち
日
中
の
練
習　

函　

館　

山
田　

正
明

都
会
で
は
熱
中
症
な
る
に
我
が
郷
は
木
影
の
涼
し
さ

海
の
青
さ
よ　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋
喜
代
子

静
か
な
り
夫
は
見
送
り
息
ら
帰
る
蝉
な
く
庭
に
独
り

茶
を
汲
む　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

横
山
美
津
絵

平
ら
く
薄
き
枝
に
下
れ
る
月
下
美
人
昨
夜
の
名
残
り

の
ふ
つ
く
ら
の
花　
　
　
　

牧　

川　

有
留
よ
し
子

毎
夕
を
苑
の
巡
り
を
散
歩
す
る
唯
に
一
匹
の
蝉
の
声

聞
こ
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

葛　

イ
ワ
子

昏
れ
て
尚
庭
の
一
樹
に
頻
り
啼
く
ひ
ぐ
ら
し
哀
し
や

弟
の
忌
の
月　
　
　
　

 　
　

浜
津
脇　

橋
口　

俊
子

平
穏
に
暮
せ
る
今
の
礎
が
ひ
と
し
お
泌
み
る
孫
抱
き

し
め
て　
　
　
　
　
　
　
　

上　

方　

古
市
シ
ゲ
子

初
盆
の
依
頼
の
品
を
包
装
す
吾
は
こ
の
里
の
最
高
齢

な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧　

川　

松
下　

シ
ズ

『
つ
ま
べ
に
　
詠
草
』

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　(㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

H- Ⅱ B ロケット 5 号機
打ち上げの様子

イプシロンロケット 2 号機
衛星分離試験の様子
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「ピロリ菌の検査」　臨床検査技師　古市正德　◎公立種子島病院(㉖ 1230

　

今
回
は
、
胃
に
住
み
着
き
障
害
を

与
え
る
ピ
ロ
リ
菌
を
取
り
上
げ
て
み

ま
し
た
。

　

感
染
経
路
は
水
系
、
家
庭
内
、
施

設
内
な
ど
が
主
で
、
人
の
口
か
ら
口
、

糞
便
中
の
球
状
菌
な
ど
と
し
て
も
口

に
入
り
感
染
し
、
ほ
ぼ
一
生
持
続
感

染
し
ま
す
。
免
疫
力
の
関
係
で
約
5

才
位
ま
で
に
感
染
し
、
そ
れ
以
降
の

感
染
は
無
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
が
口
か
ら
小
児
へ
食
べ
物

を
与
え
る
こ
と
な
ど
も
感
染
源
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
児
の
頃
に
衛
生
状
態
が

悪
か
っ
た
高
齢
者
ほ
ど
感
染
率
は
高

く
、
50
歳
以
上
で
70
％
以
上
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
感
染
し
た
菌
が
毒
素
、

酵
素
の
分
泌
や
、
針
を
胃
の
上
皮
に

刺
し
エ
フ
ェ
ク
タ
ー
分
子
な
ど
を
注

入
す
る
こ
と
で
、
胃
に
障
害
を
与
え
、

さ
ら
に
癌
に
も
繋
が
る
と
言
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
ウ
レ
ア
ー
ゼ
と
言
う
酵
素

で
ア
ン
モ
ニ
ア
を
産
生
し
、
胃
酸
を

中
和
す
る
こ
と
で
生
き
続
け
ま
す
。

　

検
査
は
胃
カ
メ
ラ
を
行
っ
た
上
で
、

胃
炎
、
十
二
指
腸
潰
瘍
な
ど
数
種
類

の
診
断
名
で
検
査
が
認
可
さ
れ
て
い

ま
す
。
幾
つ
か
検
査
が
在
り
ま
す
が

そ
の
中
で
血
液
、
尿
抗
体
で
診
断
し
、

ピ
ロ
リ
菌
陽
性
者
の
薬
剤
除
菌
後
1

カ
月
の
判
定
に
は
便
中
抗
原
検
査
が

簡
単
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
除
菌
薬
剤
は
１
回
目
の
服

用
で
失
敗
し
て
も
抗
生
剤
を
代
え
た

２
次
除
菌
も
認
可
さ
れ
、
１
・
2
次

併
せ
て
除
菌
率
95
％
以
上
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
更
に
胃
酸
の
濃
度
を
上

げ
る
薬
剤
、
別
の
抗
菌
剤
を
組
み
合

わ
せ
た
3
次
除
菌
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
感
染
者
70
％
は
症
状
が
無
い

と
言
わ
れ
、
持
続
感
染
で
胃
炎
、
委

縮
性
胃
炎
な
ど
段
階
を
経
て
一
部
、

胃
癌
に
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
30
歳
ま
で
の
除
菌
で
胃
が
ん
発

症
率
は
１
０
０
％
近
く
抑
え
、
70
歳

で
も
半
分
に
抑
え
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

学
会
で
も
感
染
者
全
員
の
除
菌
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
健
診
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
、

保
険
適
応
も
広
が
り
早
期
診
断
が
出

来
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
は

検
査
を
受
け
て
み
て
下
さ
い
。

　
　

食生活改善推進員コーナー 「冷えても美味しいかぼちゃのスープ」をご紹介 !!

< 冷えても美味しい
かぼちゃのスープ >
●かぼちゃ　100 g
●おくら　　  25 g
●卵　　　　1/2 個
●水　　　　300 cc

2 人分

●ﾁｷﾝｺﾝｿﾒ　1 個
●塩・こしょう　適量
●ごま油　　　　2 g
●水溶き片栗粉　適量

　

10
月
は
「
か
ご
し
ま
健
康
イ
エ

ロ
ー
カ
ー
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
強

化
月
間

　

鹿
児
島
県
は
脳
卒
中
が
大
変
多

い
で
す
。
脳
卒
中
を
防
ぐ
に
は
、

高
血
圧
を
予
防
す
る
こ
と
が
最
大

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

高
血
圧
を
予
防
す
る
食
事

１
．
塩
分
を
摂
り
す
ぎ
な
い
こ
と
。

２
．
カ
リ
ウ
ム
（
塩
分
を
外
に
出

す
働
き
が
あ
る
、
野
菜
や
果
物
な

ど
）
を
摂
る
こ
と
。　

料
理
方
法

①
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
種
と
わ
た
を
と

り
皮
は
所
々
む
い
て
一
口
大
に
切

る
。

②
お
く
ら
は
塩
を
し
て
板
ず
り
し
、

塩
を
洗
い
流
し
て
輪
き
り
に
す
る
。

③
鍋
に
①
の
か
ぼ
ち
ゃ
、
水
、
チ

キ
ン
コ
ン
ソ
メ
を
入
れ
て
火
に
か

け
て
煮
、
か
ぼ
ち
ゃ
に
火
が
通
っ

た
ら
塩
・
こ
し
ょ
う
で
味
を
整
え

る
。

④
片
栗
粉
を
水
で
と
い
て
加
え
、

混
ぜ
と
と
ろ
み
が
つ
い
た
ら
卵
を

と
き
ほ
ぐ
し
て
回
し
入
れ
る
。
卵

に
火
が
通
っ
た
ら
オ
ク
ラ
を
入
れ
、

ご
ま
油
を
た
ら
し
て
火
を
消
す
。

1 人分（エネルギー 83kcal、たんぱく質 3.1g、脂質 2.8g、カルシウム
31mg、食塩 1g、食物繊維 2g）
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婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます（敬称略）。
日髙　キテ（中　田）　有馬　洋子（浜津脇）
照沢　シヅ（横　町）　大山　弘子（伊　原）

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,384 人 (   +9) 出生 5 人

男　性 3,967 人 (    -2) 死亡 5 人

女　性 4,417 人 ( +11) 転入 29 人

世帯数 4,357 戸 (    -1) 転出 20 人

※（　）は前月との比較（8 月末現在）。

火事・救急
火事・救急 ( 町内）　8 月中

火　事 0 件 うち建物 0 件

救　急 34 件 うち急病 19 件

交通事故
交 通 事 故 町内 島内

発 生 件 数 6 件 ( -17) 25 件 ( -26)

死 者 数 1 件 (  +1) 1 件 (  - 1)

負 傷 者 数 5 件 ( -27) 24 件 ( -40)

※平成 27 年 8 月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
平成 27 年 8 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに
日付 名前 集落

8/13
梶原　貴史 平　鍋

沖田　美鈴 西之表市

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

7/30 上山　大翔 浩司・宏美 原之里

8/21 神薗　建仁 尚明・さゆり 浜津脇

女の子 名前 両親 集落

7/22 岡部　ひなた 隆志・友絵 伏之前

7/28 田中　つぐみ 孝博・真衣 横　町

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

7/31 日髙　滿 中　田 89 歳

8/6 有馬　稔雄 浜津脇 80 歳

8/13 中園　重雄 二十番 81 歳

8/13 八木　重利 古　房 89 歳

8/14 大山　操 伊　原 82 歳

8/28 德永　シメ 田　島 92 歳

｛
　10 月 1 日から全国一斉に共同募金運動が
始まり、12 月には歳末助け合い募金が行わ
れます。ご寄附いただいた募金は、県内や
町内の社会福祉活動の支えとなり、みんな
で助け合う住みよい地域づくりや誰もが安
心して暮らせるまちづくりに役立てられま
す。皆さまのあたたかい気持ちをお寄せく
ださいますようよろしくお願いします。
◎お問い合わせ先
　中種子町共同募金委員会(㉗ 1845

赤い羽根共同募金運動のお願い
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「なかたねお知らせ版」　10月 1日～ 31日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

1（木） ぽかぽか教室 13:00~

2（金） 母子手帳交付 13:00~

15（木） 乳幼児健診

17（土） おやこ食育教室　対象：中央幼児園

18（日） おやこ食育教室　対象：野間幼稚園

23（金） 母子手帳交付 13:00~

28（水）
マタニティー教室
お産・母乳 13:00~ 種子島産婦人科医院
栄養 18:00~ 保健センター

乳幼児健診　10 月 15 日（木）
※保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

3 ～ 5 カ 月 児 9:00~9:15 H27. 5.20　～　H27.07.14 

もうすぐ 1 歳児 10:00~10:15 H26.10.16　～　H26.11.19

3 歳 児 12:45~13:00 H24. 7.23　～　H24.10.14

予防接種　
※接種場所は各医療機関となります。
接種種類 接種期間 接種可能対象者

M R
混 合 1 期 9 月 28 日 ~10 月 3 日

生後 12 カ月～ 24 カ月

M R
混 合 2 期 H21.4.2 ～ H22.4.1

B C G 10 月 5 日 ~10 月 10 日 生後 3 カ月～ 12 カ月

水 痘 10 月 13 日 ~10 月 17 日 生後 12 カ月～ 36 カ月

二種混合 10 月 19 日 ~10 月 24 日 H15.4.2 ～ H16.4.1

四種混合 10 月 26 日 ~10 月 31 日 生後 3 カ月～ 90 カ月

成人用肺
炎 球 菌 4 月 1 日 ~3 月 31 日 対象者には通知

行事・イベントなど
日 行　事

　11（日） 第 48 回町民体育祭【陸上競技場】

　15（木） 第 47 回町小学校陸上記録会【陸上競技場】

　25（日） 中種子町相撲大会【太陽の里相撲場】

包括支援センター　介護予防事業
中央体育館は午前 9:30~ ／集落は午前 9:30 ～と午後 13:30~

日
いきいき健康体操教室

午前 午後

2（金） 二十番 －

7（水） 中央体育館 －

9（金） － 田島

14（水） 中央体育館 －

16（金） 二十番 －

21（水） 中央体育館 －

23（金） － 田島

28（水） 中央体育館 －

いきいき運動教室　毎週火曜日
いきいき元気教室　毎週金曜日　30 日は休止
両教室とも　9:00 ～ 11:30　中央体育館

公立種子島病院
眼科、耳鼻咽喉科を除く外来診療は午後か
ら休診します。

各科 診察日

眼 科 5（月）、6（火）、19（月）、20（火）

耳鼻咽
喉 科

1（木）、15（木）、29（木）

整 形
外 科 毎週火曜日の午前中

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

4（日） 田上診療所 ㉗ 0325

11（日） 中目医院 ㉓ 0350

18（日） 高岡医院 ㉗ 3100

25（日） 田上病院 ㉒ 0960

子育て支援センターおひさま（保育所内）
※未就園児対象　全て 10:00 ～ 12:00

日 行　事 活動内容

2（金） 赤ちゃん教室（3 ヶ月 ~1 歳未満） 運動遊び

23（金） 赤ちゃん教室・幼児学級合同 秋の遠足

30（金） 幼児学級（1~4 歳児） 芋掘り

おひさまる～む開放日
（毎週月曜日　10:00 ～ 12:00）

中央保育所園庭開放日
（毎月第 2/ 第 4 月曜日　10:00~12:00）

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご承諾ください。
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屋久島→種子島
  7:00   7:50
10:00 10:50
15:40 16:30

種子島→屋久島
  9:20 10:10
11:50 12:40
16:40 17:30

■　冬　ダ　イ　ヤ　■
平成 27 年 9 月 14 日～平成 27 年 11 月 30 日

鹿児島→種子島
  7:30   9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
10:00 11:35
13:00 14:35
15:00 16:35
16:00 17:35

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
15:00 16:05

種子島→鹿児島
  7:00 8:35
  8:00 9:35

9:20 宮之浦 12:35
11:10 12:45

15:00 指宿 16:55
16:45 18:20

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社
西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

※安房着 ※安房発

※

島の四季彩 サンゴジュ（レンプクソウ科）

【漢字表記】珊瑚樹
【島名】ハブタキ
【分布】関東南部以西～琉球、朝鮮南部・

　　　  中国・台湾
【生育地】山地、庭木・街路樹として植栽

　夏から秋、果期となった果実や果柄は真
っ赤となりよく目立ち、和名のサンゴジュ
の意味がよく理解できるようになります。
その後、果実は熟すと黒くなります。高さ
10 ｍを超す常緑高木で、土壌水分のやや多
い、谷筋などに多く見られます。葉は厚みのある革質の楕円形で対
生し、上面は光沢のある緑色で、下面は帯白色で全体に細かい腺点
があります。初夏、枝先に 10 ～ 20cm の花序を形成し、先が５裂し
た径 6 ～ 8mm の小花を密に着け、泡立っているようにも見えますが、
観賞価値はあまりありません。強健で、土質を選ばず、耐陰性があ
ります。耐火性があり、防火樹としても優れています。耐潮性、大
気汚染に対する抵抗性も大きいです。しばしば、サンゴジュハムシ
による食害があり、見苦しくなることがあります。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

申
さる

年生まれの方集まれ !
　2016 年広報なかたね 1 月号に申年生まれの方
の写真を掲載します。掲載ご希望の方はご連絡く
ださい（対象の小学生は、後日学校の方へ撮影に
行きます）。年々広報紙への写真掲載を希望する方が
少なく掲載に困っています。ご協力をお願いします。

■対象者　町内に住所を有する申年生まれの方
■申込期限　11 月 29 日（金）
◎お問い合わせ先
　役場企画課広報係
　㉗ 1111内線 303

※

※


